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災害時【 レベル３ 】 対応フローチャート
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災害発生 

部課（科）長、災害対策委員は方針決定 

消火・救出 
必要な場合 

４Ｆリハビリ室 避難 

診療提供 

把握 

院内被害状況 

把握 

患者状況 

把握 

インフラ維持・復旧 

緊急医療 医療基盤維持 

応援要請・受入 調達 

搬送（重症者） 

症状安定化の為の治療 

（入院患者） 

搬送（重症者以外） 

遺体の確認 

食事 

勤務基盤確保 

避難者・帰宅困難者 

対応 

急を要する外来診療 
の再開 

 ◆要員召集 

 ◆拠点設営 

 ◆対応方針決定 
  （拠点からの退避及び患者搬送有無等） 

 ◆緊急医療対応要員召集 

 ◆トリアージエリア設営 

 ◆搬送導線確保 

 ◆中等症患者の待機エリア確保 

 ◆トリアージ実施 
 ◆重症・中等症・軽症各患者 

 ◆災害対応カルテ体制構築 
 ◆広域搬送カルテ作成 

 ◆医薬品処方・調剤 

 ◆検査部門・中央材料部門 
   ・放射線部門・医事 

  など部門別に医療基盤維持 

  の為に必要な業務を実施 
 ◆在庫／状況確認・調達手段確保 

 ・緊急食糧 ・医療機器 ・診療材料 

 ・血液製剤 ・各種医薬品 

 ・医療用ガス 

 ◆各種インフラ稼働／構築 

 ・自家発電装置 

 ・代替通信手段 

 ・上下水道設備 
 ・ガス設備 

 ・代替空調（カイロ配布） 

 ・各システム 

   停止の場合は代替手段 
   （紙カルテ、処方箋） 

 ・仮設トイレ 

 ・緊急輸送車両確認標章 

 ◆搬送﨑との調整 

 ◆搬送手段の確保 
 ◆ヘリポート・救急車導線の確保 

 ◆ヘリ搬送ホバリング対応調整 

 ◆糖尿病患者の治療 
 ◆酸素療法患者の治療 
 ◆抗がん剤治療中患者の治療 
 ◆意思疎通困難な患者の為のケア 

 ◆死亡確認 

 ◆診断書作成 

 ◆安置 

 ◆引取り手続き 

 ◆備蓄品の配布 

 ◆流動食・特殊食対応 

 ◆炊出し対応 

 ◆避難諸への誘導 

 ◆避難所への移動手段確保 

 ◆備蓄品の配布（移動困難な場合） 

 ◆毛布の配布（移動困難な場合） 

 ◆慢性期症状患者への処方 
 ◆酸素療法患者への対応 

 ●３日目～１週間 
  外傷系患者は減少し、避難者の慢性疾患や公衆衛生に関する 
  ニーズが多くなる。また、遺体の確認作業が増加する。 
 
 ●１週間～１ヵ月 
  避難所等の巡回ニーズが増加。内科系疾患、慢性疾患、精神科 
  対応などへのニーズが増加する。 

体制 

（対応方針決定） 

受入体制整備 安全確保 

 ◆被害拡大防止（飛散物の撤去） 

 ◆危険個所への侵入防止措置 

 ◆危険物撤去 

 ◆避難路確保 

 ◆非番者の安否確認・召集 

 ◆仮眠スペース設営 

 ◆勤務ローテーション検討 

 ◆仮設シャワー対応 

 ◆毛布配布 

バイタルサイン安定化 
の為の継続治療 

 ◆救急外来での重症患者の治療 

 ◆中断できない診療・治療の継続 

 ◆麻酔・手術などの治療中患者 

 ◆こうち医療ネット 

    （ＥＭＩＳ）入力 
 ◆市町村等への 

    状況連絡・連携 

外部連携体制の整備 


